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要旨

表は科学論文，Webサイト，新聞など様々な媒体に現れるため，表を解析することは膨大な文書を管理
するために重要である．表の構造解析を解くために，深層学習ベースの画像エンコーダとテキストデ
コーダから構成されるモデルが考案され，非常に高い精度を達成している．さらに近年エンコーダに画
像とOCRから得られたテキスト，座標を入力とするマルチモーダルのエンコーダを使用するモデルが登
場した．こうした背景から画像の特徴量やテキストの特徴量が表の構造解析に及ぼす影響を調査するこ
とは，今後の表の構造解析の発展において必要である．本研究では，表の構造解析のエンコーダ・デ
コーダモデルを構築し，エンコーダに画像ベース，テキストベース，マルチモーダルの3つの異なるエン
コーダを使用し，表の構造解析のスコアを比較することで，どの特徴量を扱うモデルが優れているのか
の比較を行った．実験の結果，画像ベースのアプローチが最も有効であると示唆された．


